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ス化といった要素について，自動車の 4 輪を回すように調和しな
がら活動しています．

さて，以前，標準化の活動の中で，複数の無線LANのアクセ
スポイントが連携して干渉をうまく抑えて通信するような仕組み
を検討し，それを実装していく提案をしたのですが，技術を商品
の中で実装して世の中への展開を考えた場合に，多くのベンダか
ら賛同が得られずに，残念ながら不採用になったという経験があ
ります．一方，現在取り組んでいる次世代無線LANの標準化では，
複数の無線 LAN のアクセスポイントが連携する，Multi-AP 
Coordinationという技術が 1 つの重要技術領域と設定されて議
論が進んでいます．技術だけができた状態ではなく，装置開発の
ノウハウをはじめとする，商用化までたどり着くのに必要な各社
の機運の高まりと合ったときに，本当に技術が展開できるタイミ
ングが来て，世の中に出ていくということを実感しました．こう
した経験もあり，現在，802.11ah推進協議会という，通信キャリ
ア，メーカ・SIer，学術団体他168社・団体（2024年 3 月21日現在）
から構成される団体で，副会長としてIEEE802.11ahの日本国内
での利用実現に向けた業界横断での仲間づくりを行い，制度化や
標準化を牽引し完了させることに成功しました．自分たちの見え
ている範囲だけで何かやろうとすると，新しいことはなかなかで
きないので，さまざまな人の知恵をお借りしながら，結び付きな
がら，より大きな枠組みで新しい価値をつくっていくことが大事
だと感じています．

そして，実験室の中で技術検討をしているだけではこういった
経験をすることはできませんし，特に電波の場合はアンテナの設
置や実際の環境による影響もあり，現場でなければ分からないこ
とも多々あるので，リアルなところに触れていかないと，突破口
を見い出すことは困難になります．

こうした考え方や経験を踏まえて，私は研究開発のアプローチ
を次のように考えて，テーマ設定，研究開発活動に取り組んでい
ます．

1 つは無線リソースの新たなフロンティアの設定です．無線技
術は時間，空間，周波数といったリソースを活用するものとして
研究開発が進められてきました．ただし，信頼性の高い無線シス
テム設計においては，無線環境の変動や干渉等を避けるために，
未確定な変動要素に対して各種のマージンを積み重ねています．
もし無線環境の変動確率を適切に予測することができるようにな
れば，マージンを極限にまで削減していくことが可能となり，よ
り多くの無線トラフィックを効率的に収容していくことができます．
そこで，現在未確定な変動要素として設定されているマージンを
新たな第 4 のリソースに変換する研究アプローチを提案していま
す．無線品質の予測精度を高め，予測結果を動的に無線制御に反
映させていくリソースマネジメントができれば，飛躍的な周波数

利用効率の向上が実現できると考えています．
もう 1 つは無線領域の研究開発と他領域の連携です．無線技術

の専門の枠から一歩外に出て，外の人たちと一緒に新たな領域を
組み合わせて，新しい技術をつくり出していけるかというところ
にもチャレンジしていくことが必要と考えます．さらに新たな技
術領域だけでなく，無線システムの外側にあるさまざまなアプリ
ケーションとの連動も，もう 1 つの新たなアプローチととらえて
います．無線の送信機と受信機の間だけを最適化するのでは，ア
プリケーションの要求品質をみたすことができません．IOWN時
代ではさまざまなデータベースや，コンピューティングリソース
がリアルタイムに連動していきます．そうした連動をも考慮した
アプリケーションとのタイトな連動により，無線システムの価値
を新たなステージに引き上げることができると考えています．

後進の研究者へのメッセージをお願いします．

最近研究者のWell-beingに関心があります．私はNTTの研究
所に入所して約30年たちましたが，研究開発を行っていく中で，
調子の良いとき・悪いときは必ずあります．うまくいかないときは，
ずっとうまくいかないのではないかという気持ちになるときもあ
りましたが，逆に，その経験が活かされてより大きな成功につな
がるようなこともたくさんありました．ポジティブに考えて，う
まくいっていない状況に直面した場合でも，いつかは必ず大きな
価値につながる経験だと受け止めながら，最終的により大きな成
果を見い出せるように，研究開発を進めていくということが大事
だと思います．すべての研究者があらゆる場面でそのように考え
ることは難しいと思いますが，こうしたポジティブな考え方でと
らえていけるよう，一緒に研究開発するメンバー全員でフォロー
していくことができれば，チャレンジ性の高い研究開発チームを
つくっていくことができると思います．

話は変わりますが，海外における科学技術の大型プロジェクト
のニュースを見ていたとき，大型プロジェクトがうまくいかなかっ
たにもかかわらず，かかわったプロジェクトの責任者やメンバー
が失敗を次のステップに向けた知見を得る機会になったと，もの
すごくポジティブにとらえて発言していることに驚きました．国
内の研究開発で，そのように反応することはなかなか難しいので
はないかと思います．

うまくいかないことも含めたあらゆる経験をポジティブに受け
止め，それをどのように次の成功につなげるか，担当者だけでな
く周囲の研究者も一緒に考え，新たな道筋をつくっていくことが
大切だと思います．そして，それが研究者のWell-being向上に
つながっていくのではないでしょうか．


